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　２０１１年度　社団法人 山形青年会議所

第８回 定例理事会  議事録
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆日時：２０１１年８月２３日（火）

１８：３０～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆場所：パレスグランデール２Ｆ

1. 開  会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山　和征　専務理事

2. ＪＣＩクリード唱和                             　　　 高野　秀哉　部会長
3. ＪＣ　Ｍｉｓｓｏｎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢口　政則　部会長

4. ＪＣ宣言文朗読ならびに綱領唱和                  　　　伊藤　健二　委員長

5. 出席者の確認（敬称略）                         
理事長　　　　　　　　船　橋　吾　一

直前理事長　　　　　　荒　井　　寛　

副理事長　　　　　　　野　口　雅　弘
副理事長　　　　　　　三　浦　孝一郎
副理事長　　　　　　　松　田　勝　行
副理事長　　　　　　　井　上　周　士

副理事長　　　　　　　齊　藤　秀　昭

専務理事　　　　　　　奥　山　和　征
監事                  齋　藤　秀　和

監事                  鈴　木　慎　也（欠席）

監事　　　　　　　　　高　橋　　大　　

特別委員長            菊　池　　学　（遅参）

特別委員長            後　藤　吉　伸

室長                  東海林　　仁
室長                  金　子　　明　（欠席）
室長                  安　藤　太一郎

室長                  三　沢　慶　洋

本部長　　　　　　　　鈴　木　辰太郎

本部長              　中　村　祥　之

委員長　　　　　　　　佐　藤　貴　博（遅参）
委員長　　　　　　　　伊　藤　健　二

委員長　　　　　　　　酒　井　貞　和

委員長　　　　　　　　中　村　正　利（遅参）

委員長　　　　　　　　遠　藤　智　大

委員長　　　　　　　　豊　島　　宏　（遅参）

委員長　　　　　　　　鈴　木　　力

部会長　　　　　　　　齋　藤　伸　治（遅参）

部会長　　　　　　　　佐　藤　　淳　（遅参）

部会長　　　　　　　　福　島　隆　之

部会長　　　　　　　　會　田　智　弘（遅参）

部会長　　　　　　　  齋　藤　洋　也（遅参）

部会長　　　　　　　　高　野　秀　哉

部会長　　　　　　　　矢　口　正　則

財政局長　　　　　　　田　牧　大　祐（遅参）

事務局長　　　　　　　横　山　隆　太

＜オブザーバー＞

会務セクレタリー      狩　野　慎一郎

会務セクレタリー      河  又  勇  人

６．会議成立の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長　

理事会構成員３１名に対し２分の１以上の出席により、定款第５章第３２条に基づき当会議は成立する。

７．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
議事録署名人に齊藤秀昭副理事長、東海林仁室長、議事録作成人に会務セクレタリーを指名する。

８．前回議事録の承認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
修正等があれば事務局に申しつけて頂きたい。また本会議後自動承認となる。

９．理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      船橋吾一理事長　　
本日も第８回理事会にお集まり頂きまことに有難うございます。まずは冒頭で不適切かと思いますが、福島隆之君、本当に理事会にお戻り頂きました。大変だったかと思いますが、これからも共に頑張っていきましょう。花火大会がございました。花火大会、本当に皆様お疲れ様でした。後藤委員長はじめ、中村本部長、そして部会長の皆様にも後でお伝え頂ければと思います。本当にお疲れ様でした。皆様も一連の流れを共に進めてきましたのでご存じかと思いますが、震災を経て、開催の是非を皆様に問い、そして開催をしていこうと打ち出し、その後花火大会特別委員会の皆様と共に各所にご挨拶に行き、逆になぜ中止にするのかという激励を頂きながらこの開催を踏み切りました。その後理事会でもご報告いたしましたが、協賛金の減少がどうしても避けられないということも勘案しまして、会場の変更を時間のない中、特別委員長、本部長と共に関係各所に挨拶にいきましてご説明をして進めて参りましたが、いろいろな関係の中で断念せざるを得ないという状況になりましたが、今までの会場でしっかり開催をしようと特別委員会が踏み切って頂き、１ヶ月遅れの総会を開催し、全てが１ヶ月遅れの中で協賛金を募集、そして設営、そして多分いろいろなところでご苦労があったと思います。私も本部長を経験している関係上、それが短いとなるといざどうしたものかと実は思っている状況でございますが、それを見事にクリアして頂いて形にして頂きました。そしてその形を現実のものにするために、理事メンバーをはじめ皆様１１８名のご協力があって、第３２回艷やか花火が終了することが出来ました。諸問題があったかと思いますが、全てにおいて大満足の花火大会であったと思います。個人的な話になりますが、実は私の家族も見に来てくれまして、非常に良い花火だったと言って頂きました。おやじではなくて、以前に戻ったような、そんな愛が少し戻ってきた温かい２日間を過ごした次第であります。それも特別委委員長と本部長のお陰だと思っております。ありがとうございます。冗談はさておきまして、本当に皆様お疲れ様でございました。そしていよいよ次年度体制が本格的に８月に入ってスタートしてきております。本日上程があるかと思いますが、満足のいく上程じゃないかもしれませんが、次年度の理事長、そして専務理事予定者が頑張って進めてこられたものでございます。いろいろな激励をしながらもう一度確認をして頂きたいという思いでございます。本年度「ＭＯＶＥ　ＯＮ　ＴＯＧＥＴＨＥＲ　友と歩む、さらなる一歩！」というスローガンを掲げさせて頂きました。私はなかなか不甲斐ない理事長だったかもしれませんが、今までで曲げていないのは、皆さんと共にコミュニケーションを取っていくということ、すなわち、共にいろいろな事業に果敢に挑戦していこう、共に活動をしていこうということを、間違いなく私は言ってきたつもりでございます。そして所信の頭に｢押忍｣という言葉と、「押忍」という言葉を胸にと、単純に空手をしてきたから、武道をしてきたから、この「押忍」という言葉を格好良く付けたわけではなくて、この２５年ぐらい携わってきた年月、非常に私の心に響き後輩にも伝えてきた言葉でありました。皆様の思いを自分の思いをこらえながら耳を傾け、そして行動に出る。相手のことを思い接していく。それこそが結束力を高める。私が今まで築き上げてきた答えだと思い、あのような所信を掲げさせて頂きました。是非、少しでも良いのでこの言葉をもう一度考えて頂いて皆様の心に皆様の声に耳を傾けて頂きたいと思います。切に願います。宜しくお願いいたします。話は変わりますが、明日ＹＴＳの審議会がございます。実はその前に番組のＣＤが送られてくるわけですけども、今日時間のない中見させて頂きまして、それに対してコメントを用意したわけですが、酒田祭の番組でございました。そのＣＤを見ながら、ＪＣはこの震災において必要不可欠な団体だと改めて感じることが出来ました。その酒田祭の主催の１団体として酒田青年会議所が入っております。そして酒田青年会議所の理事長が、力強く東北の元気のためにこの酒田の地から発信していきたいと、立ち山鉾をバックに発信をしておりました。酒田で発信というのはどうなるかというふうに思う方もいらっしゃいますが、そんな地域の声を少なからずともあげていくのがこのＪＣだと、つくづくそのＣＤを見て思った次第であります。私たちもその元気を持続するために、名前を変えず艷やか花火と山形らしい花火を上げたと私は思っております。そんな団体の誇りをこのＣＤを見て思った次第であります。これからの大震災に負けることなく、我々が元気でいなければこの山形はないというふうに、格好良い言葉かもしれませんが間違いなく何かの力になるはずです。そんなことを思いながら「ＭＯＶＥ　ＯＮ　ＴＯＧＥＴＨＥＲ」皆様と共に歩んでいきたい。残り４ヶ月をしっかりとことん歩んでいきたいと思う次第であります。今週末から名古屋決起大会、そして日本ＪＣじゃがいもクラブチャリティーコンペ仙台大会、そして我々が全体で行う事業の一つであります、ＡＳＰＡＣ誘致活動の中のＶＰトレーニングと目白押しの事業が迫ってきております。時間のない中、忙しい中かと思いますが、是非最後の最後まで皆様と共に歩める２０１１年を築くため、そして２０１４年に繋げるため共に活動をしたいと、１人残らず、今日来ている理事のメンバーにお伝えしたいと思います。是非、皆さんと共に最後まで歩んでいきたいと思います。そして２０１４年に引き継いでいきたいと思う次第であります。簡単ではございますが、理事長の挨拶と代えさせて頂きます。本日は最後の最後まで宜しくお願いいたします。ありがとうございました。

１０．直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        荒井寛直前理事長

本日も早い時間から大変お疲れ様でございます。最後まで宜しくお願いいたします。ここ最近お盆明けから大分寒くなったり、或いは午後から今日のように暖かくなったり、季節の変わり目とはいかないですが、気候の変化があり体には厳しいのかと思っています。特に８月はＪＣの活動が多いです。花火大会のような大きな事業活動があった後はちょっと一息付いてしまいますので、そういった時は体調を崩しやすいということもありますので是非、皆さん気をつけて頂きたいと思います。健康の話をさせて頂きますが、今朝、テレビで「朝ズバッ！」を見ていたのですが、その中でここ近年、何の前ぶれもなく突然、脳こうそくになる人が増えているということでございました。これは高齢者やご年配の方ということではなく、３０代の方も非常に多いということでありました。加えて言えば日頃の不摂生が祟っている２０代の方もその病気にかかるという恐れがあるということでした。そういった中で体質としては糖尿病の方、血圧の高い方、ヘビースモーカー、ヘビードリンカー等こういった方々は気を付けて頂きたいと言うことでありました。起こりやすい場所は冷暖房が非常に効いている所、建物の中から一歩外へ出たその瞬間が危ないということでした。あとは比較的寒いトイレの中で力んでいる時も危ないということでありました。あとは大量に汗を流した時や、興奮している時、こういったことが挙げられておりましたので十分気をつけて頂きたいと思います。あと私も知らなかったのですが、時間帯も関係があり朝起きた時も危ないということですので７時頃起きた時、血圧の変化があるので気をつける。夕方の５時頃もということで説明はなかったですが、多分仕事終わりで緊張感が抜ける頃に体に変化が起こるのではと思いました。生きるか死ぬかのボーダーラインは３時間以内に病院で処置を出来るかどうかが肝心ということでありますので、我々は３０代でまだまだ死ぬわけにはいきませんので是非、皆さん気をつけて頂きたいと思います。大変前置きが長くなってしまいましたが、ＪＣの話をしないといけないので１点だけさせて頂きたいと思います。先日、２００６年度の日本ＪＣ全国大会の郡山５周年記念大会に理事長と共に行って参りました。その中で、当時の池田会頭がいろいろ話をされておったのですが、その郡山大会というのは、これまでの日本ＪＣ全国大会の考え方、在り方、価値観を覆すような見事に変革をもたらした大会であったとおっしゃっておりました。それまでの全国大会というのは、あくまでも主催者側である日本ＪＣの意向であり、その考え方、方針は絶対であるというがんじがらめであったのですが、郡山大会は池田会頭の考え一つで開催地ＬＯＭの考え、やりたいことを存分に入れて考えて頂きたいと方針を立てたということでした。そして郡山ＪＣが考えたのは、やはり地域の活性化のため、地域の人たちと共に開催したいということでした。これまで郡山の特徴でございました音楽をテーマとして開催したということでありました。そして実際、町の中を歩いていましたが、未だにポスターやのぼり等の表示が町の至る所にあったというのがとても印象的でありました。当時の考え方が未だに地域に根付いていると感じた次第であります。もう一つは会頭の体験談だそうですが、大会当時の木金土日ですが、月曜日くらいから入り、町の中をいろいろ歩き、飲食店へ行ったりコンビニ等を行ったりしたら店員さんも何月何日に大会があるとしっかり認識していたということに対して、町全体としてＪＣの全国大会を町で盛り上げていくという思いが伝わってきたと話をしておりました。私もＡＳＰＡＣのことを思い描いてみたのですが、是非それは地域の人たちと共に作り上げていきたいと感じたところであります。やはりそれには我々が今のうちから事前にいろいろな方へ周知しなくてはならないと思っております。ＡＳＰＡＣという専門用語そのものを市民の皆様に覚えて頂くのが一番なのですが、今の段階でそこまではいかないと思いますので、キーワードとしてはＪＣのアジアの大会がある、３年後の６月くらいにある、そして大げさかもしれませんが１万人規模の大会であるというキーワードを並べていければインパクトがあり覚えやすいと感じた次第であります。是非、そういったところで地道なことですが、心がけて頂きたいと思っております。以上です。

１１．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木力総務委員長

１３番確認事項その他を含め１件、１４番討議事項その他を含め３件、１５番審議事項その他を含め１２件、１６番協議事項その他を含め８件、１７番報告依頼事項その他を含め１１件。

１２．議事の採決　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長
【全員賛成で審議可決】

１３．確認事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事
確認―０1 その他

削除

１４．討議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

討議―０１　９月公開例会の企画・実施（案）に関する件　　　　　　山形ブロック協議会支援委員会

遠藤智大委員長【上程】

安藤太一郎室長【補足】

前回の理事会以降、佐藤候補、長岡候補が立候補し確定された。委員会でもチラシの配布や広報に努めるので理事メンバーにもご協力を頂きたい。

船橋吾一理事長【コメント】

大変な事業かと思いますが協力を頂きたいと思います。また口コミが一番効果的ですので仕事関係でも強制的になっても話を聞けるというのはプラスになるので参加率を高めて頂きたいと思います。

討議―０２　ＬＯＭ外広報誌１１月号発行に関す件　　　　　　　　　　広報渉外委員会
三沢慶洋室長【上程】

野口雅弘副理事長【質問】

ＡＳＰＡＣ招致活動開始とＶＰトレーニングは誰が書くのか。

三沢慶洋室長【回答】

確認する。

鈴木辰太郎本部長【意見】

今、現在でＶＰトレーニングが千字程度、理事長の今年の振り返りと同等の文字数となっているが、ＶＰはＡＳＰＡＣに結び付けていけばとても良いと思うので相談をさせて頂きたい。

鈴木辰太郎本部長【意見】

蔵王の位置づけだが、ＬＯＭ外広報誌ということで全ての委員会の報告で挙がっているが、ＪＣレポートで毎年報告等しているので違和感がある。蔵王として何を発信したいかを考えて頂きたい。またブロック会長を輩出していて、このような機会も少ないと思うのでこれからどう進めたらよいかを相談したら良いと思う。

高橋大監事【質問】

香港シティレディＪＣを訪問したことについては蔵王に載らないのか。

三沢慶洋室長【回答】

検討する。

討議―０３　その他

削除
１５．審議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋吾一理事長

審議―０１　山形ＪＣシニアクラブとの交流（案）　承認に関する件　　　　　　会員交流委員会
中村正利委員長【上程】

後藤特別委員長【意見】

前回までの意見と対応のところで「第５回理事会の意見の４」、このあたりは削除した方が良いのではないか。

中村委員長【回答】

削除する。

【全員賛成により審議可決】

審議―０２　１０月公開例会の企画・実施（案）承認に関する件　　　山形ブロック協議会支援委員会
遠藤智大委員長【上程】

【全員賛成により審議可決】

審議―０３　出向者支援に関する合同グループ会議の企画・実施（案）
承認に関する件　広報渉外委員会
三沢慶洋室長【上程】

安藤太一郎室長【意見】

次第を見ると三沢室長と大河原委員の名前が抜けているので加えて頂きたい。

【全員賛成により審議可決】

審議―０４　ＪＣＩアワード事業報告（案）承認に関する件　　　　　　 広報渉外委員会
三沢慶洋室長【上程】

【審議取り下げ】

審議―０５　山形ビューティフルコミッションへの支援活動（案）
承認に関する件  総務委員会
鈴木力委員長【上程】

三浦孝一郎副理事長【質問】

ハガキのアイディアは良い。ポストカードが４種類×１００枚で４００枚だが、通信費が３８０枚となっているが、差異の理由を教えて頂きたい。
鈴木力委員長【回答】

２０枚は、ポップ等で使用予定である。

三浦孝一郎副理事長【意見】

相当な来客数が予想されるので配り方に工夫をして頂きたい。

【全員賛成により審議可決】

審議―０６　退会者（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　　　　事務局
奥山専務【上程】

【全員賛成により審議可決】

審議―０７　休会者（案）承認に関する件　　　　　　　　　　　　　　　事務局

奥山和征専務【上程】

【全員賛成により審議可決】

審議―０８　２０１１年度１０月例会日程変更（案）承認に関する件　　　事務局

奥山和征専務理事【上程】

【全員賛成により審議可決】

審議―０９　６月連絡調整例会の開催事業報告（案）並びに
決算（案）承認に関する件　　事務局
横山隆太事務局長【上程】

高橋大監事【監査報告】

適正に処理されております。

【全員賛成により審議可決】

審議―１０　２０１２年度社団法人山形青年会議所運営規定変更（案）
承認に関する件　　２０１２年度事務局
野口雅弘理事長予定者【上程】

【審議取り下げ】

審議―１１　２０１２年度社団法人山形青年会議所 副理事長・
専務理事・事務局長・理事予定者（案）承認に関する件　２０１２年度事務局
野口雅弘理事長予定者【上程】

【審議取り下げ】

審議―１２　その他

削除

１６・協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

協議―０１　クリスマス家族例会の開催（案）について　　　　　　　　　　花火大会特別委員会
矢口政則部会長【上程】

遠藤智大委員長【意見】

会費が上がっているがどこを充実させるのか。

矢口政則部会長【回答】

お子様と奥様のためにプレゼントを充実したい。

遠藤智大委員長【意見】

以前、歌のお兄さんを呼んだ時が家族に好評だった。チョコフォンデュは小さい子供たちの洋服が汚れてしまうので注意して頂きたい。

福島隆之部会長【意見】

家庭を顧みないで日ごろＪＣや仕事に忙しいと思うので、まずは奥様を喜ばすことを考えて頂きたい。ママが喜べばおのずと子供たちも笑顔になると考える。

三浦孝一郎副理事長【質問】

会費を５００円上げる根拠は何か。

矢口政則部会長【回答】

数字の根拠はまだない。

三浦孝一郎副理事長【意見】

５００円上げるのは簡単である。メンバーが納得するように予算を組んで頂きたい。

菊池学特別委員長【意見】

ちなみに歌のお兄さんの時は２００万かかった。会費の件は去年ももめたはずである。５００円上げるとこうなるという例を挙げて頂きたい。

協議―０２　新入会員募集（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　会員拡大員会
【オブザーブ退出】

協議―０３　新入会員事業の企画実施（案）に関する件　　　　　　　　　　　　会員拡大委員会
五十嵐新入会員会長【上程】

齊藤秀昭副理事長【意見】

事業対象者はないということだが家族は対外対象者になるので付け加えて頂きたい。

野口雅弘副理事長【意見】

場所の選定に関しての理由づけに関してもう少し詰めて頂きたい。議案の書き方だが背景の中に手法が入っている。また目的が長い。楽しくないとＪＣの事業ではないので、事業をする楽しさを議案の中に盛り込んで頂きたい。

菊池学特別委員長【意見】

さくらワンダーランドに泊まり込んで頂きたい。仲間と一夜野外で過ごす思い出を作って頂きたい。

三浦孝一郎副理事長【質問】

出前電気口座の６０分は子供たちが集中していられる内容であるのか。

五十嵐新入会員会長【回答】

東北電力と２回ほど打ち合わせしたが内容に関しては子供も十分集中できる内容である。また、場所に関しても東北電力の方から屋内の方が良いということであった。

三浦孝一郎副理事長【意見】

独身メンバーなども含めてメンバー全員を巻き込められるように手法を考えて頂きたい。

高橋大監事【意見】

この事業は実際、予算が受益者負坦分だけとなっているので必要ないのだが、政審や監査を経験できるような工程を踏んで頂きたい。

三沢慶洋室長【意見】

さくらワンダーランドという場所だが行ったことがない方がほとんどだと思う。写真や詳細の資料の添付をして頂きたい。

鈴木辰太郎本部長【質問】

「ＴＨＥ　ＭＯＴＨＥＲ　ＬＡＮＤ　ＹＡＭＡＧＡＴＡ」をもう一度読んで頂きたい。またプレイベントを９月９日にする件はどうなったか。

五十嵐新入会員会長【回答】

開催するつもりである。

鈴木辰太郎本部長【意見】

ＡＰＤＣの方々の昼食のタイミングと合わせて頂くと大変喜ばれるのでぜひお願いする。

船橋吾一理事長【コメント】

ぜひ楽しめる事業にして頂きたい。議案から楽しさが伝わって参加したいと思わせるような事業にして頂きたいと思います。

協議―０４　卒業例会の開催（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　会員交流委員会
中村正利委員長【上程】

田牧大祐財政局長

予算予備費だが、３パーセントを超えているので内容をご確認頂きたい。

後藤吉伸特別委員長【意見】

お願いが一つある、どうか時間通りに終わして頂きたい。例年どうしても長くなり会場に迷惑をかけている時間厳守でお願い致したい。

三浦孝一郎副理事長【質問】

時間通りスムーズに進行頂きたい。タイムスケジュールについて卒業生入場の後司会者のあいさつまで２０分あるがどうしてか。

中村正利委員長【回答】

入場の所で１０名の卒業生がいるが、一人ひとり個性のある方なのでここで何かできないかと考えている。

三浦孝一郎副理事長【意見】

出来れば良い物を次回審議であるのでしっかりお願いしたい。卒業生が喜んで頂けるものを考えて頂きたい。是非委員長らしいものをお願いしたい。

齊藤秀昭副理事長【質問】

前回の意見１、１００パーセント例会にするための手法を議案に盛り込むとあったがどの辺に盛り込んであるのか教えて頂きたい。

中村正利委員長【意見】

申し訳ない。どこまでするか詰め切れていない。

福島隆之部会長【意見】

過去卒業生がステージ上で倒れることがあったが今年は紳士な方ばかりなので大丈夫だと思うが対応策をお願いしたい。

野口雅弘副理事長【意見】

議案の書き方だが進捗状況等参考資料で議案に載せないで頂きたい。請求書をグランドホテルで出すのか本会計に入れるのか。精査頂きたい。時間内で終わる手法として答辞、送辞事前確認頂きたい。ただ卒業生を送る為でなくテーマが有ると良い。
【３０分の延長動議】

【全員賛成により審議可決】

協議―０５　９月定時総会開催日時変更（案）に関する件　　　　　　　　　　　総務委員会
鈴木力委員長【上程】

【審議振替動議】

鈴木辰太郎本部長【補足】

２０１２年度の体制の都合で日程変更等ご迷惑をお掛けしている。本日の審議取り下げ御心配をお掛けしているがこの総会で審議頂きしっかりやって行きたいと思う宜しくお願いしたい。

遠藤智大委員長【意見】

はがきで東部公民館が公民会になっている訂正願いたい。

【全員賛成により審議可決】

協議―０６　公益社団法人格取得の準備（案）に関する件　　　　　公益法人取得プロジェクトチーム
田牧大祐財政局長【上程】

松田勝行副理事長【補足】

取得後をにらんでいる。総会前の理事会である。しっかり目を通して頂きたい。

【審議振替動議】

【全員賛成により審議可決】

協議―０７　外部出向者変更（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山事務局長【上程】
協議―０８　その他

削除

１７．報告・依頼事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山隆太事務局長

報告―０１　山形ブロック協議会支援活動の報告　　　　　　　　　　山形ブロック協議会支援委員会

遠藤智大委員長【報告】

報告―０２　各種大会、対外行事への参加促進と登録について　　　　　　　　　広報渉外委員会
三沢慶洋室長【報告】

報告―０３　全国会員大会名古屋大会参加促進について　　　　　　　　　　　　広報渉外委員会
三沢慶洋室長【報告】

報告―０４　委員会報告書並びにグループ会議報告書の提出状況について　　　　総務委員会
鈴木力委員長【報告】

報告―０５　ルーム備品の未返却状況について　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山隆太事務局長【報告】

報告―０６　委員会別「ルームコピー機使用状況」について　　　　　　　　　　事務局
横山隆太事務局長【報告】

報告―０７　定例理事会の出欠状況について　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局
横山隆太事務局長【報告】

報告―０８　公益社団法人日本青年会議所第８回理事会参加依頼について　　　　事務局
横山隆太事務局長【報告】

報告―０９　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて　　　　　　　事務局

横山隆太事務局長【報告】

報告―１０　第５５回全国会員大会郡山大会５周年記念大会への参加報告　　 事務局
横山隆太事務局長【報告】

報告―１１　福島部会長からの報告

福島隆之部会長【報告】

報告―１２　新入会員と理事との懇親会について
酒井貞和委員長【報告】

報告―１３　花火大会御礼、協賛金について
後藤吉伸特別委員長【報告】
１８．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥山和征専務理事

２０１１年度第９回定例理事会

２０１１年９月２７日（火）パレスグランデール

１９．監事講評

齊藤秀和監事

皆さんお疲れ様でした。第８回定例理事会ということで大変お疲れ様でございます。大変公欠が多く申し訳なく思っております。また新入会員の方オブザーブの方が大変多くいらっしゃって、オブザーブの方に見られる理事会も大切なのかと思いました。いよいよ次年度の方も本格的に動き始めた所ですが、まず本年度をしっかり全うしようと思う所であります。先ほど花火大会特別委員会の方からあったり、不備のある審議報告であったり、討議の内容でももう少し討議されても良いものもあったりと、もちろんお仕事のお忙しい中青年会議所活動また次の年の活動等も重なって来る所ではありますが、もう一度自分の周りをしっかりして今年１年を全うして頂きたいと思います。本日もお疲れ様でございました。

２０．閉会
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